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ୈ４અ　出土遺物͔ら見る遺跡の༷૬

　調査成Ռを土器、石器、金ଐ器の༷૬にͭいて以Լに·とめる。

１　土器の༷૬
　出土した土器は弥生時代中期後半͔ら後期前半のものが主ମとなり、縄文時代前期、中期、後期と古墳
時代前期のものがわ͔ͣに確認された。弥生時代の土器は在地のࣜྛ܀と٢田ࣜ土器が大半を઎めるが、
एׯの֎དྷ系土器も認められる。ࣜྛ܀土器では、２ࣜྛ܀৽ஈ֊のものが主ମとなり、２ࣜ、１ࣜྛ܀
古ஈ֊、̏ࣜがগ਺存在する、という༷૬がࢦఠできる。
（１）֎དྷ系の要ૉを࣋ͭ土器
　出土した土器の大半は在地系の土器と൑அできるが、２ࣜྛ܀৽ஈ֊と٢田ࣜの土器とڞ伴して、֎དྷ
系の要ૉを࣋ͭ土器が出土した。গ਺ではあるが、以Լに取り上͛る。
　ୈ 116 ਤの 159～167・426 はಉ৺ԁ文·たはӔ文をもͭ東北地方南部の川原町ࣅྨࣜޱのᆵ形土器の
ഁ片である。ಉ৺ԁ文のᆵ形土器は 10 片出土し、９఺（159～167）が 4#24、１఺（426）はᶚ̞ʵ07ŋ12　
άリοドの遺物แؚ૚͔ら出土した。他にಉ種の土器は認められͣ、΄とΜどが 4#24 ͔ら出土しており、
ಉ一ݸମのഁ片とࢥわれるものもある。ただし、ᶚ̞ʵ07ŋ12 άリοドは 4#24 と約 40 ̼཭れており、྆
者を一ׅࢿྉとはできない。

第 116 図　南大原遺跡出土の外来系土器
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　川原町ࣜޱ土器は、千曲川流域の長野市দ原遺跡、ٱࠤ市西一本柳遺跡（ٱࠤ市ڭҕ 2008）で確認され
ているが、長野県಺ではྨ例がগなく、৽ׁ県や北関東地方で出土事例がෳ਺報告されている。東北系土
器との関࿈にͭいては、後期前半のఱԦࣜࢁ土器と合わせて、弥生時代中期ऴ຤～後期前半の東北系文化
の南Լ現৅が長野県域にもٴΜでいたՄೳੑを千野ߒがすでにࢦఠしている（長野市ڭҕ 2001）。本遺跡出
土のಉ৺ԁ文土器は、東北地方南部に川原町ࣜޱ土器そのものではないが、そのӨڹで成ཱした土器であ
ると考えられ、北཮地方もしくは北関東地方との関࿈をࣔࠦする。
　ୈ 116 ਤ 186 はޱԑ部͔らᰍ部上位に੺࠼が想定され、ᰍ部にԣ૸௜線、۳ඳ࿄状文、ԡҾき状の２ஈ
のࢗಥ列、೾状௜線文が施文されたᆵ形土器であり、4#25 ͔ら出土した。4#25 ͔らは２ࣜࣜྛ܀古ஈ֊
͔ら৽ஈ֊の土器が出土しており、౰֘土器は２ࣜྛ܀ซ行の土器と想定される。౰֘土器に見られる۳
ඳ࿄状文、ࢗಥ文はࣜྛ܀土器には認められない文༷要ૉであり、଻土がࣜྛ܀土器にൺ΂ന৭をఄする
こと͔ら、他地域͔ら࣋ͪࠐ·れたՄೳੑがある。今のとこΖྨ例を確認できͣ、Կॲ͔ら࣋ͪࠐ·れた
もの͔想定をすることができない。前ड़のಉ৺ԁ文土器と合わせて、中期後半の֎དྷ系土器である。
　後期前半٢田ࣜの時期では、ୈ 116 ਤ 137・244 は٢田ࣜとはҟなる特௃をࣔす。137 は 4#23 ͔ら出土、
244 は 4#27 ͔ら出土した。137 の文༷は٢田ࣜのものであるが、ޱԑ部に۶曲を࣋ͪԣଳޱԑとなる器
形は٢田ࣜには一般తではない。·た、焼成が他のᙈ形土器にൺ΂ߗく焼͔れているようで、本遺跡出土
の٢田ࣜのᙈ形土器とはҟなる。244 はᆵ形土器である。଻土、焼成は٢田ࣜとڞ௨する。ᰍ部のみに۳
ඳ೾状文が施文され、಑部はແ文でॎϛΨΩの調੔も٢田ࣜのᆵ形土器に௨༗されるが、಑部がඇৗにࡉ
਎な器形は、٢田ࣜには見られない要ૉである。
　以上、֎དྷの要ૉが認められる土器の۩ମతなݯڅڙを௥ٴすることはできな͔ったが、今後のڀݚの
進లに期଴したい。
（２）২物Ֆংによる施文のある土器
　４次調査でΦΦόコ等の২物のՖংによるٙࣅ縄文およͼࢗಥ文の存在をࢦఠした。今回の調査でも
২物のՖংを原ମとした施文が確認された。文༷の遺存状گにより明確に൑அできないものもؚむが、
4#18・4#20・4#24・4#25・4207・4.16・4%06 等の遺構͔らՖংによるٙࣅ縄文・ࢗಥ文が確認され
た（ୈ 72～89 ਤ 59・65・72・102・174・178・185・358・395・412・423）。਺はগないが、一定ྔ出土している。
Ֆংによるٙࣅ縄文およͼࢗಥ文にͭいて、４次調査でࢦఠしたٱࠤ市৿ฏ遺跡、長野市南ી็遺跡・দ
原遺跡、中野市ྛ܀遺跡・ඐഀౡ遺跡等ෳ਺の遺跡͔ら出土しており（長野県埋文 2000・2012・2014・2016）、
千曲川流域で一定ྔ存在すると༧想される。Ֆংによる施文が֎དྷత要ૉであるの͔、在地༝དྷなもので
あるの͔、今のとこΖ൑அできないが、今後検౼していく՝୊としておきたい。

２　石器の༷૬
　４次調査の発掘調査報告書では、小ܕണ片石器の製作にͭいて、１ࣜྛ܀では認められるが、２ࣜྛ܀
以߱では認められないことをࢦఠした。
　今回の調査では、4#21、4#27、4#29 の竪穴建物跡͔ら石器製作に関わると考えられるണ片がൺֱత
·と·って出土した。このうͪ、4#21（２ࣜྛ܀৽ஈ֊）と ണ片石ܕで小（֊１͔ࣜら２ࣜ古ஈྛ܀）4#29
器の製作が行われていたՄೳੑが高い。4#21 では、νϟーτを主ମとした 23 ఺のണ片・ࡅ片が出土して
おり、νϟーτ製のᑹ形石器、ඍࡉなണ཭があるണ片が出土している。このこと͔ら、４次調査の見ղを
मਖ਼して、２ࣜྛ܀のあるஈ֊·では小ܕണ片石器の製作が行われたと考えられる。
　·た、後期前半の 4#27 ͔らはຏ製石᭲の石ࡐである྘ట片ؠのണ片とڞに、ຏ製石᭲ະ製品と砥石な
どが確認されていて、ຏ製石᭲等の石器製作に関わる遺構であると൑அした。



ʕ 216 ʕ

ୈ̑ষ　૯ׅ

　4#23、4#24、4#25（4#14）͔らは台石とᏏ石がセοτで出土している。石器૊成͔ら、これらの竪穴
建物跡でണ片石器製作は行われていないと考えられる。Ꮟ石や台石のද面にはᑹが౰たったような線状の
Ꮟଧࠟが認められるものがあり、例え͹鉄器加工等の石器製作以֎の༻్で࢖༻されていたと想定する。

̏　金ଐ製品等の༷૬
　弥生時代の金ଐ製品は鉄製品２఺、小鉄片̒఺である。時期別には中期後半の鉄製品が１఺、小鉄片が
４఺、後期前半期がಉ１఺、２఺である。鉄製品２఺はいͣれも౰初は鉄᭲と想定したが、̭線ಁ過ࡱӨ
と̭線 $T 検査の分ੳ͔ら、小ܕの౛ࢠ等のະ製品であΖう。４次調査では鉄ි１఺（中期後半）、鉄᭲̏
఺（中期後半１、後期前半２）が報告されている。今回、鉄ිにͭいて、ࢀ考ࢿྉとして̭線 $T 検査を行
ったとこΖ、ਕ部等の形状͔らʮ鉄ᮓʯであると൑அされた（ୈ４ষୈ̏અ１ࢀর）。４・̑次調査の݁Ռ、
中期後半期͔ら後期前半を௨͡て集落の竪穴建物಺͔ら鉄製品とڞに、小鉄片が出土した。これらは鉄器
の加工時に੾அされた࢒片であるՄೳੑがあり、集落಺での鉄器加工の༷૬を۩ମతにࣔすࢿྉとしてॏ
要である。
　金ଐ製品ではないが、４次調査で஁໶࿍に༻いるϑΠΰの関࿈ࢿྉであるՄೳੑがࢦఠされている焼
成粘土塊が竪穴建物跡 4#19、4#23、4#25（4#14）、4#27、4#29 ͔ら出土している。·た、ඃ೤で੺৭
化したと考えられる礫が 4#19（21 ఺）、4#20（̑఺）、4#23（12 ఺）、4#25（4#14）（４఺）、4#27（14 ఺）、
4#29（４఺）等͔ら出土している。ج൫૚は࠭ట࣭جであって、౰遺跡಺出土の礫はす΂て人ҝతに࣋ͪ
ྉのࢿれたものといえる。礫のඃ೤原因はෆ明であるが、竪穴建物಺での鉄器加工等の作業に関わる·ࠐ
Մೳੑを考ྀしたい。
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